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田淵幸一 通算444号ホームランバット
公益財団法人 野球殿堂博物館 特別連載 ［ vol.44 ］

　野球殿堂博物館は、2020年1月14日、
館内野球殿堂ホールにおいて「2020年 
野球殿堂入り通知式」を開催し、田淵幸
一氏、故・前田祐吉氏、故・石井連藏氏の
野球殿堂入りを発表しました。田淵氏
は競技者表彰委員会エキスパート表彰
での殿堂入り、慶大元監督の前田氏、早
大元監督の石井氏は特別表彰委員会選
出の殿堂入りとなります。
　当館では、田淵幸一氏通算444号
ホームランバット等を、本年殿堂入り3
氏を紹介するエントランスホールでの
展示で公開しています。
　田淵氏は法政大学時代から強打の捕
手として活躍。3年春には、長嶋茂雄氏
らがもつ当時の東京六大学リーグの最
多本塁打記録8本を更新し、4年の秋ま
でに22本とその記録を大きく更新しま

した。1969年に阪神入り、75年には
前年まで13年連続本塁打王を獲得して
いた王 貞治選手を抑え本塁打王を獲
得。西武時代の83年5月26日の阪急戦
で、長嶋茂雄氏の通算本塁打記録444号
に並びました。444本塁打は当時歴代
6位、大卒選手としては最多の記録（※）
で、田淵氏は長嶋氏より580試合も早い
1606試合での達成でした。翌日の新
聞には、中学時代からの憧れで「同じ道
を歩み、あんな素晴らしい人と一緒にプ
レーできたことが忘れられない」と長嶋
氏への想いを語っています。その思い
入れの強さからご自宅で大切にしてい
たバットを、88年の当館移転新装開館
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※4月10日現在、臨時休館中。詳細は同館ホーム
ページ（baseball-museum.or.jp）をご覧下さい。

　ご希望の方は、はがきに住所、氏名、年齢、電話番号、ご希望のOB
名、OBクラブへのご意見･ご要望などを明記の上、右記の宛先まで
ご応募ください。締め切りは、5月29日（当日必着）。当選者の発表
は、プレゼントの発送をもって代えさせていただきます。
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五輪メダリスト直筆サインボール特集

2004年アテネ
銅メダル

小林雅英さん
（元千葉ロッテ
マリーンズ）

1988年ソウル
銀メダル
(当時中央大学)

笘篠賢治さん
（元ヤクルト
スワローズ）

1984年
ロサンゼルス
金メダル
(当時日本大学)

和田豊さん
（元阪神
タイガース）

2004年アテネ
銅メダル

相川亮二さん
（元横浜
ベイスターズ）

2004年アテネ
銅メダル

中村紀洋さん
（元大阪近鉄
バファローズ）

2004年アテネ
銅メダル

和田一浩さん
（元西武
ライオンズ）

※2020年現在、山本浩二（536本塁打）、金本知憲
（476本塁打）、田淵幸一（474本塁打）が上位3人

の際にご寄贈いただきました。
　このバットの他、甲子園歴史館所蔵
の阪神時代ユニホーム、西武球団所蔵
のユニホームやファーストミット、スパ
イクも展示中です。ぜひご覧ください。




